
 

 

 『認知症伴走型支援事業 認知症の人やご家族を支える 夜カフェ「マトゥマイミ」』 

 認知症の人やそのご家族は、日々の暮らしの中で「どこに相談して良いのか分からない」「忙しくて相談に行け

ない」と悩むことが少なくありません。 

 そこで花へんろでは、地域に寄り添う「認知症伴走型支援窓口」として、9時～16時まで来訪や電話による相談

窓口と、金曜日（第1週から4週）の16時～20時まで、益城町内4か所で『夜カフェ マトゥマイミ』を開いていま

す。マトゥマイミとはスワヒリ語で「希望」という意味で、誰もが安心して立ち寄れる居場所を目指しています。 

 夜カフェでは、認知症や介護保険サービス、地域の福祉制度などについて気軽に専門的な相談ができます。穏や

かな雰囲気のなか雑談を交わすことで、普段は話しにくい悩みや心配ごとも自然に話すことができます。例えば、

98歳のお母様を一人で介護している息子さんが来られた際、お母様が体調を崩されていることが分かり、その後、

訪問や医療機関との連携につながりました。こうした何気ない会話が、大切な支援の契機になることも少なくあり

ません。 

 益城町は熊本地震の影響で地域とのつながりが脆弱化した背景があります。だからこそ、夜カフェは「誰もが立

ち寄れて安心できる場所」として、地域とのつながりを再構築できる大切な役割を担っています。この取り組みは

認知症基本法に示される「共生社会」の理念に沿い、さらに「包摂（インクルージョン）」の実現、パーソン・セ

ンタード・ケアの具体化の場として位置づけられます。すなわち、認知症の人の尊厳保持と生活の継続性を支える

実践でもあります。ご利用者からの「夜だからこそ相談できた」「雑談から支援につながった」との声を励みに、

地域に必要とされる活動を継続し、今後も、「夜カフェ マトゥマイミ」は小規模ながら地域の希望を育む居場

所、支援拠点として続けていきたいと考えています。 
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 涼しさを求め、デイサービスでは

納涼ドライブを実施しました。 

豪快な水の音を聞きながら暑さを忘

れ楽しみました!(^^)! 

職員手作りの 

彦星＆織姫のパネル♪ 

 レクレーション委員会で“ぷち夏祭り”を開催しました♪会場も夏祭りっぽ

く飾り付けをし、かき氷や的当てなどを準備して盛り上がりました(^^)/ 

暑さが続く中で、楽しく美味しいひと時となりました～♪ 

スイカ割り♪ 



 

 

デイサービスは、数日に分けて敬老会を行いました！ 

敬老の日当日は、職員による出し物もあり利用者様に楽しんで頂きました(^O^)/ 

 今年も、敬老の日に合わせて敬老会を開催

しました！職員の出し物も気合を入れて準備

し、入居者様に喜んで頂く事が出来ました♪

これからも健康で長生きして頂けるよう心よ

り願っております。 

 15日 リンボーダンス  12日 音楽療法  11日 みゆき&オートルズ 



 

 

 


